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ソリューションブリーフ

現代の CISO のための世界初のクラウドベースのリスク オペレーション センター

サイバーセキュリティの世界では、複雑さはセキュリティの敵です。
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CISOは、急速に進化するデジタル環境の中で増大する課題に直面しています。攻撃対象領域の拡大と脆弱性の増大により、

サイバーリスクがビジネス上の重大な懸念事項となっています。連携されていないツールやサイロ化された戦略により予算が

膨らみ、監視のリスクが高まり、組織は脆弱なままになります。これらの課題に対処するために、CISOはビジネスの文脈に

おける「リスクサーフェス」を再定義し、サイバーセキュリティに対する統合的で積極的なアプローチを採用し、リスクと脆弱性が

悪用される前に管理する必要があります。
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包括的なリスクの可視化

Qualys Enterprise TruRisk Management (ETM) は、資産管理、脆弱性の集約、リスクオーケストレーションを単一のプラットフォームに統合するクラ

ウドベースのリスク オペレーション センター (ROC)です。先進的なCISO向けに設計された ETM は、サイロ化されたデータを、オンプレミス、ハイブリッド、

クラウド環境にわたる統合されたリアルタイムのリスク管理フレームワークに変換します。 ETM は、継続的かつ優先順位付けされたリスク評価と、Qualys 

の脅威ライブラリおよび25以上のインテリジェンス フィードへのアクセスにより、サイバーセキュリティ チームがリスクを効率的に測定、伝達、排除し、回復力

を強化し、コンプライアンスを確保できるようにします。

Qualys Enterprise TruRisk Management (ETM) は、従来のサイバーセキュリティ対策を超えて、組織の目標に沿って運用効率を向上させるリス

ク管理への統合アプローチを提供します。

Qualys ETM は、クラウド、オンプレミス、ハイブリッド
環境全体でデータを集約し、サイバー リスク ポスチャーの
統合ビューを提供します。これにより、情報に基づいた意思決定が
可能になり、気づかれていないリスクを特定し、複雑さを軽減できます。

コンプライアンスとレポートの強化

コンプライアンスはサイバーセキュリティの重要な側面ですが、
必ずしも負担になる必要はありません。 Qualys ETM は、
自動化されたレポート、複雑な技術データを規制基準を
満たすために必要な実用的なビジネス洞察に変換する
カスタマイズ可能なダッシュボードにより、コンプライアンス管理を
簡素化します。

ビジネスの連携と戦略的価値

Qualys ETM の核心は、サイバーセキュリティをビジネス
目標と整合させることです。 ETM は、財務上の影響や運用の
中断など、ビジネス用語でリスクを定量化することで、
セキュリティ チームとビジネス リーダー間の
コミュニケーションを促進します。

ビジネスに合わせたリスクの優先順位付け

Qualys ETM は、悪用可能性、ビジネスコンテキスト、リアルタイムの
脅威インテリジェンスを考慮した TruRisk™ スコアリングを使用して、
ビジネスへの影響に基づいて脆弱性を優先順位付けします。
これにより、セキュリティチームは最も重要なリスクに最初に
対処することに集中できるようになります。

運用効率の向上

Qualys ETM は、セキュリティ運用のサイロを打破し、
既存のツールと統合してワークフローを合理化します。これにより、
すべての関係者に一貫性のある正確なデータが確保され、
脅威に対するより効率的で協調的な対応が可能になり、
平均修復時間 (MTTR) が短縮されます。

Qualys Enterprise TruRisk Management (ETM) の主な利点
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コネクタマーケットプレイスは、さまざまなサードパーティの
セキュリティツールや、脆弱性スキャナ、ランタイムセキュリティ、
コンプライアンスツールなど、Qualysが開発したアプリケーションとの
幅広いコネクタの集中カタログです。このマーケットプレイスは、組織が
ETM の機能を拡張し、データがセキュリティ エコシステム全体に
シームレスに流れるようにして、統合されたリスクの可視性を確保するのに
役立ちます。

Risk Management Insightsは、集約されたセキュリティデータから
得られる高度な分析とインテリジェンスを提供します。これには、
傾向分析、比較指標、優先アラート、リスク集中領域が含まれており、
組織がセキュリティポスチャーをより深く理解し、改善すべき領域を
特定するのに役立ちます。

リスク削減計画は、特定されたリスクを軽減するために設計された
カスタマイズされた戦略です。これらの計画には、パッチ適用、
構成調整、ポリシー更新などの修復アクションが含まれる場合があり、
リスク軽減を促進するために可能な限りすべて自動化されます。

リスクオーケストレーションは、ETM 内で特定されたリスクへの
対応プロセスを自動化します。組織は、脆弱性、設定ミス、
コンプライアンス逸脱など、さまざまな種類のセキュリティ検出結果の
処理方法を決定する特定のルールを設定できます。

ダイナミックダッシュボードは、組織のサイバーセキュリティポスチャーに
関するリアルタイムの洞察を提供し、重要なセキュリティデータを
カスタマイズ可能でインタラクティブに視覚化します。
これらのダッシュボードを使用すると、ユーザーは運用指標、
コンプライアンスステータス、リスクスコアを監視でき、日常の管理と
戦略的計画の両方をサポートできます。

サイバーリスク定量化は、技術的な脆弱性とリスクを財務条件に変換し、
組織がサイバー脅威による潜在的なビジネスへの影響を
理解できるようにします。この機能は、技術的なセキュリティデータと
ビジネス上の意思決定の間のギャップを埋めるのに役立ちます。

統合資産インベントリは、オンプレミス、クラウド、ハイブリッド環境に
わたるサーバー、ワークステーション、モバイルデバイス、
IoTデバイスなど、組織のIT環境全体のすべての資産の詳細かつ最新の
ビューを提供します。 
資産インベントリは、すべての資産の説明、評価、脆弱性と
コンプライアンスの監視を確実にします。

ビジネス リスク タグを使用すると、組織は部門、場所、重要度などの
特定のビジネス基準に従って資産とリスクを分類および管理できます。
タグを使用すると、リスクの報告と優先順位付けの方法をより詳細に
制御できるようになり、サイバーセキュリティへの取り組みをビジネスの
優先順位に合わせることができます。

発見事項の集約は、手動または自動の侵入テスト中に発見された問題を
含む、組織のネットワーク、アプリケーション、システム全体で特定された
すべてのセキュリティ検出結果の一元的なリポジトリを提供します。
検出結果の集計では、検出結果をタイプ、重大度、影響別に分類し、
新しいデータが収集されるか、既存の検出結果が修復されると
動的に更新されます。

脅威インテリジェンスの強化は、25以上のグローバル脅威
インテリジェンスフィードを ETM プラットフォームと統合し、現在の
脅威状況に関するコンテキストを提供します。この機能は、アクティブな
エクスプロイトと新たな脅威に関するリアルタイム データを
組み込むことで、脆弱性の優先順位付けと管理を強化します。

TruRiskTM スコアは、脆弱性の重大度、資産の重要度、
脅威インテリジェンス、悪用可能性、ビジネスへの影響などのさまざまな
リスク指標を使用して、組織全体のリスクを単一の実用的な指標に
優先順位付けする中心的な機能です。
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- Gartner

Qualys Enterprise TruRisk Management (ETM) は、脆弱性を集約、優先順位付け、対応するための包括的な機能スイートを

提供すると同時に、重要な洞察を提供して戦略的意思決定を促進します。

Qualys Enterprise TruRisk Management (ETM) の機能

"4つ以上のサイバーセキュリティ ツールを
使用している組織の75%は、それらのツールを
統合プラットフォームに統合しようとしています。"
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Qualys Enterprise TruRisk
Managementを30日間お試しください。 

Qualys Enterprise TruRisk Management (ETM) の主なユースケース

今日の組織は、複数のプラットフォームにわたる
膨大な脆弱性データの管理に苦労しています。
課題は、このデータを集約し、より広範なセキュリティ
調査結果と関連付けて、リスクポスチャーに関する
一貫した実用的なビューを作成することにあります。
データ ソースが断片化されていると、リスク評価が
不完全になり、早期の脅威検出の機会が失われます。

Qualys ETM は、さまざまなソースから脆弱性
データを集約し、それをネットワーク全体の
セキュリティ調査結果と関連付けて、潜在的な
脅威の統一されたビューを提供します。 
ETM は、この情報を重大度とビジネスへの影響別に
一元管理して分類することで、セキュリティチームが
重要なリスクに優先順位を付けて迅速に対処できる
ようにします。 動的な更新により、すべてのセキュリティ
問題をリアルタイムで追跡および管理できます。

組織は、セキュリティポスチャーをより正確かつ
包括的に把握できます。この単一プラットフォーム
内でのデータの集約と相関により、さまざまな
調査結果間の関係の特定が容易になり、隠れた
脅威が明らかになります。組織のリスク状況を
総合的に理解することで、重大な脅威を見逃すことが
なくなり、全体的なセキュリティポスチャーが
強化されます。

集計と相関関係の検索

最新のセキュリティツールによって特定される膨大な
数の脆弱性は、最も堅牢なセキュリティチームでも
圧倒される可能性があります。これらのリスクに
優先順位を付ける明確な方法がなければ、組織は
リソースを効果的に割り当てるのに苦労し、より深刻な
脅威が軽減されずに残る一方で、それほど重要では
ない問題に対処することがよくあります。

ETM の TruRisk™ スコアは重要な差別化要因
であり、脆弱性の重大度、資産の重要度、
脅威インテリジェンス、悪用可能性、ビジネスへの
影響などの要素を通じてリスクを定量化します。
この高度なスコアリングモデルは、組織が潜在的な
ビジネスへの影響に基づいて脆弱性の優先順位を
付けるのに役立ち、25を超える脅威インテリジェンス
フィードからのリアルタイムの洞察を統合することで、
的を絞った修復作業を保証します。

組織は、ビジネスに最も重大な潜在的影響を与える
脆弱性を優先することができ、より効果的なリソースの
割り当てと効率的なリスク軽減が可能になります。
このリスクベースの優先順位付けにより、重大な
脆弱性に迅速に対処し、ビジネスにとって最も
差し迫ったリスクを軽減することに重点的に
取り組むことが保証されます。

リスクの優先順位付け

CISOとセキュリティチームが直面する最大の
課題の1つは、技術的な脆弱性とリスクを、経営陣や
取締役会の共感を呼ぶ財務条件に変換することです。
従来のセキュリティ指標では、サイバーリスクの
潜在的な財務的影響を伝えることができないことが
多く、セキュリティへの投資を正当化したり、
リスク軽減の取り組みに優先順位を付けることが
困難になっています。

Qualys ETM は、財務リスク指標を通じて、組織の
収益に対する脆弱性の影響を定量化できるビューを
提供します。ユーザーは特定の資産に対してビジネス
タグを定義し、潜在的な財務上の影響を計算できます。
リアルタイムのダッシュボードとレポートは技術的な
リスクを財務条件に変換し、関連する財務リスクに
ついて経営陣の関係者とのコミュニケーションを
促進します。

組織はサイバーリスクをビジネス用語で効果的に
伝達できるため、セキュリティへの取り組みと
ビジネス目標をより適切に調整できます。
これにより、サイバーセキュリティへの投資を正当化し、
ビジネスへの潜在的な影響に基づいて取り組みに
優先順位を付ける組織の能力が強化されます。
このようにして、組織はサイバーセキュリティ対策が
戦略的に整合しており、財務的にも健全であることを
確認するためのより良い準備を整えることができます。

サイバーリスク定量化によるリスクレポート

手動による修復プロセスは時間がかかり、エラーが
発生しやすく、新しい脆弱性や脅威が出現する
スピードに追いつけないことがよくあります。 
組織は、これらのアクションがビジネスリスク許容度
およびコンプライアンスの要件に確実に
適合するようにしながら、修復を自動化する方法を
必要としています。

Rules Manager を活用したリスクオーケストレーションは、
事前定義された基準を使用して特定されたリスクへの
対応を自動化します。ユーザーは、TruRisk™ スコアに
基づいてパッチ適用、システム分離、構成調整などの
アクションをトリガーするルールを作成できます。 
ITSMツールおよびCI/CDパイプラインとの
統合により、シームレスな修復が保証され、アクションの
追跡によりコンプライアンスレポートのための
監査証跡が提供されます。

組織は、脆弱性を修復する時間を大幅に短縮し、
修復作業の一貫性を向上させ、人的エラーのリスクを
最小限に抑えることができます。組織全体で
セキュリティ対策を調整して行うことで、セキュリティ
ポスチャーが強化され、コンプライアンスと
リスク管理の取り組みが強化され、より回復力のある
セキュリティ環境が推進されます。

リスクオーケストレーション

今すぐ申込み
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